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　食品工場などで排出される高水分のバイオマス系廃棄物、使
用済みプラスチックをバイオマスリッチの割合で混合して熱分解
することで、石炭やバイオマス燃料の代替として使用できるカー
ボン燃料を作る。2軸押出機で、350―500度C以下の定温熱
分解で生産した固形炭化物は、石炭やバイオマス燃料の代替と
して発電に使用できる。
　工場の生産工程で発生する廃棄物を原料として脱水から乾
燥、炭化までのプロセスを一貫して実施し、バイオマスが80―90%の炭化燃料を生産する。2軸押出機1台
で年間1万トン処理でき、複数ラインを設置することで既存の焼却炉と同様の処理が可能だ。
　従来、内燃式の焼却炉では800―1500度Cの高温が必要で、ダイオキシンが大量に発生することや導入
費用、補修点検の費用などが高かった。これに対し同装置の投資額は焼却炉の約10分の1、設置面積は
20分の1程度に抑えられる。原料を混錬する装置内部は真空状態のため、発火の危険性はなく、運用面の
安全性も確保した。
　2軸押出機による外熱式の炭化技術は、無酸素状態にでき、ダイオキシンの発生を抑えられる。2軸のか
み合い式スクリューで剪断応力が起こり、剪断エネルギーを外熱に加えられる。効率的な熱分解により、焼
却炉に比べて、二酸化炭素（CO2）の排出量は80%軽減できる。
　地域で発生したバイオマス系廃棄物と廃プラスチックを原料にして生産した燃料を、バイオマス発電所な
どで使用することで地域の電気を安価に供給することを目指す。　


